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研究成果概要 

 本研究の目的は、明野観測所に設置した口径５０ｃｍの専用可視望遠鏡を用いて、衛星から

のリアルタイム通報に基づくγ線バースト(GRB)の可視残光を観測し、光度曲線と色の時間的変

化を測ることによってガンマ線バーストの物理的機構を明らかにすること、また、GRB の正確な

座標を決定して他の観測所に知らせ、発生源の赤方偏移を分光あるいは測光的に決定し、γ

線バースト発生率の赤方偏移分布、さらにはそれを用いて宇宙の星形成の歴史を探ることであ

る。本年度の主な成果は以下の通りである。 

1. 2008 年 4 月から 2009 年 3 月までの間に、23 の GRB に対して観測を試み、そのうち 2 例

（GRB080506, GRB081203A）から可視光残光を検出した。特に GRB080506 は、バースト発

生 117 秒後、まだγ線放射が続いている間に観測を開始し、γ線から可視までの広帯域ス

ペクトルを取得し、その後の光度曲線に色の変化を検知し、放射機構に制限を与えた。 

2. 昨年度に導入した自動パトロール観測対象として、Fermi 衛星によって検出される可能性の

高いブレーザー型 AGN を数十個選び、光度のモニターを行った。その結果、3C454.3 に対

しては、γ線強度変化と相関した可視光強度の変動が観測された。他にも、数個の天体で

光度変動を観測した。 

3. 自動観測、自動解析の改良を進め、GRB 速報に基づく高速導入を実現した。パトロール観

測の自動化を進め、1 日単位の光度曲線の自動生成を行っている。 
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